
※C&Cサーバ（Command and Control Serverの略称） 攻撃者が用意した指令サーバでPC内部に潜伏し
たウィルスとバックドア通信を行う。

標的型メール攻撃の流れ

特定の組織内の情報を狙って行われるサイバー攻撃の一種。
特定の会社の社員宛てに、ウイルスが添付された電子メールを送ること
をきっかけに、その会社のみならず関連の会社の情報が狙われることも

被害が拡大しつつある「標的型メール攻撃」。被害者であるはずのあなたの会社が時と
して加害者になることも。
日本電信電話ユーザ協会では会員様を対象に無料で「標的型攻撃メール予防訓練サービ
ス」を提供しています。(1会員様最大10メールアドレスまで)
自社の実態を把握するためにも一度トライアルしませんか？

お問い合わせは
日本電信電話ユーザ協会 岡山支部
電話(086)201-1181 

お申込みはｗｅｂ受付のみとしていますので、岡山支部ホームページから直接お申込みください。

http://www.pi.jtua.or.jp/okayama/



会員様限定「標的型攻撃メール予防訓練サービス」
（会員様無料！）

日本電信電話ユーザ協会では標的型攻撃メール予防訓練サービスを会員の皆様に無料でご
体験いただいております。

「セキュリティ対策」のはじめの一歩として、セキュリティ意識を向上させ、対応力を高めていき
ませんか。この機会にぜひご活用ください。

①岡山支部ホームページ http://www.pi.jtua.or.jp/okayama/
の最新情報「標的型攻撃メール予防訓練サービス」を開き、 ボタンよりご応募
いただけます。
・参加希望日覧には、お申し込み日をご記入ください。
・参加者氏名（１）には申込み責任者をご記入ください。
また、参加者氏名（２）～（５）は記入不要です。
・会員番号覧は記入不要です。

②受付後、対象者のメールアドレスを連絡いただくお申込専用 フォーマット等を メールにてお
送りいたします。
◆1会員様10ID(アドレス)までとさせていただきます。

③予告無しに体験メールを送信
④教育コンテンツ（ｗｅｂ学習）を参加者全員にご提供
⑤訓練結果のご報告と訓練終了認定証を申込責任者の方に 郵送

訓練イメージ

■「不審なメールは開かない」ことの社内徹底
■ＵＴＭ等による自社セキュリティ対策の強化
■万が一のデータ消失に備え、重要なデータを「NAS（Network Attached Storage）」

「クラウド」等に分散保管

標的型攻撃メールの被害者とならないために

http://www.pi.jtua.or.jp/hiroshima/

